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(57)【要約】
【課題】  被検者の個人情報を秘匿した状態で、所要の
検査を実現できるような、サービス提供を行う免疫グロ
ブリン検査情報管理システムを提供することで、検査希
望者の便宜を図るものである。
【解決手段】  免疫グロブリン検査セットを、検査希望
者側に供給する際に、予め、各検査申込書毎に個別に設
定したコード番号を、申込書自体と、これに添付のラベ
ルに設けており、検査希望者側では、採取した被検者の
検体を唾液採取容器に収容した状態で、該唾液採取容器
に前記ラベルを貼着し、被検者の個人情報を記載した前
記検査申込書を、前記唾液採取容器と共に、ディーラ側
に受け渡しし、前記ディーラは、前記申込書の内容を、
最初の受付情報として、前記申込書に設定されたコード
番号と共にファイルサーバに記録し、また、前記ラベル
の貼られた前記唾液採取容器を、その検査内容を検査
し、また、その検査結果を前記ファイルサーバに記録さ
れた当該被検者の情報に追記して、検査結果報告の形態
で、検査希望者に提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  ディーラ側が、唾液採取キッドおよび検
査申込書を１組とした免疫グロブリン検査セットを、検
査希望者側に供給する際に、予め、各検査申込書毎に個
別に設定したコード番号を、申込書自体と、これに添付
のラベルに設けており、検査希望者側では、採取した被
検者の検体を唾液採取容器に収容した状態で、該唾液採
取容器に前記ラベルを貼着してあって、被検者の個人情
報を記載した前記検査申込書を、前記唾液採取容器と共
に、ディーラ側に受け渡しし、前記ディーラは、前記申
込書の内容を、最初の受付情報として、前記申込書に設
定されたコード番号と共にファイルサーバに記録し、ま
た、前記ラベルの貼られた前記唾液採取容器を、その検
査内容を検査できる検査機関に配送し、また、前記検査
機関から戻されたコード番号付き検査報告から、検査結
果情報を、前記ファイルサーバに記録された当該被検者
の情報に追記して、検査結果報告の形態で、検査希望者
に提供することを特徴とする、免疫グロブリン検査情報
管理システム。
【請求項２】  検査希望者側の要求で、唾液採取キッド
および検査申込書を１組とした免疫グロブリン検査セッ
トを、検査希望者側に供給する検査セット供給手段と、
この際に、予め、各検査申込書毎に個別に設定したコー
ド番号を、申込書自体およびこれに添付のラベルに設け
る検査セット個別化手段と、検査希望者側では、被検者
側で採取した検体を唾液採取容器に収容した状態で、該
唾液採取容器に前記ラベルを添着すると共に、被検者の
個人情報を記載した前記検査申込書を、前記唾液採取容
器と共に、ディーラ側に戻し、この際、ディーラ側で、
前記申込書の内容を、最初の受付情報として、前記申込
書に設定されたコード番号と共にファイルサーバに記録
する第１情報記録手段と、前記唾液採取容器を、その検
査内容を検査できる検査機関に配送する検査依頼手段
と、前記検査機関から戻されたコード番号付き検査報告
から、検査結果情報を、前記ファイルサーバに記録され
た当該被検者の情報に追記する第２情報記録手段と、前
記検査結果情報を、検査結果報告の形態で、検査希望者
に提供する検査報告手段とを具備することを特徴とす
る、免疫グロブリン検査情報管理システム。
【請求項３】  前記検査機関へのラベル付き唾液採取容
器の配送に際しては、該唾液採取容器を、前記申込書に
記載された被検者の個人情報を除いた、検査に必要な情
報および前記コード番号を付けた検査票と共に配送する
ことを特徴とする、請求項１あるいは２に記載の免疫グ
ロブリン検査情報管理システム。
【請求項４】  前記検査結果情報の内容を検討して、所
要判定を前記検査結果報告に付帯するための判定手段
を、前記検査報告手段に付設していることを特徴とす
る、請求項１ないし３の何れか１項に記載の免疫グロブ
リン検査情報管理システム。
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【請求項５】  前記検査結果情報は、当該検査項目の検
査結果について、少なくとも数値で表示した内容を、好
ましくは、数表もしくはグラフ表示の形で含んでいるこ
とを特徴とする、請求項１ないし４の何れか１項に記載
の免疫グロブリン検査情報管理システム。
【請求項６】  前記判定手段は、前記検査結果情報を、
検査項目別の判定基準に照らして、判定し、前記検査結
果報告に付帯することを特徴とする、請求項３あるいは
５に記載の免疫グロブリン検査情報管理システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、主として、ＨＩ
Ｖ、その他の遺伝子検査、並びに、コチニン（ニコチン
の代謝産物）、コカインなどの薬物摂取検査などに用い
る、免疫グロブリン検査情報管理システムに関するもの
である。
【０００２】
【従来の技術】従来、免疫グロブリン検査での免疫グロ
ブリンの収集には、特許第２５３５１１６号公報に所載
のような収集方法が採用されている。既に知られるよう
に、歯肉組織から分泌された免疫グロブリンが、血液に
見出される免疫グロブリンと直接関連すること（Salvi
a:Clinical Chemistry and Microbiology:Brandtzae）
を前提として、口腔から免疫グロブリンを収集する方法
が提案されたが、その実現には、次の問題が存在した。
【０００３】即ち、唾液の免疫グロブリン含有量が低い
ため、被検者の病気に対するスクリーニングには、一
層、正確な抗原－抗体検定方法を使用する必要があっ
た。そこで、Parry らによって、種々の方法（Rational
 Programme for Screening Travellers for Antibodies
 to Hepatitis A Virus: The Lancet, June 25, 1988）
が議論され、一層正確なIgG－捕獲ラジオイムノアッセ
イ（GACRIA）試験が、正確さの低い方法で起こり得る誤
った指示を避けるために、甚だ有効であることが分かっ
た。
【０００４】上述の特許は、この「唾液の抗原－抗体分
析に固有の問題」を排除し、大幅に低減する上で望まし
い仕方を提供している。ここでは、高濃度の物質を回収
するのに有効な濃度の高張溶液の塩（唾液分泌刺激剤、
アルブミンまたはゼラチンである妨害剤を含むアルカリ
金属塩または土類金属塩）を含浸させた吸収剤パッドを
口腔内に挿入し、唾液を吸収してから取り出し、これを
容器に保存し、貯蔵しておいて、その後、然るべき検査
によって、唾液に含まれる成分の免疫試験がなされるの
である。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】ここで問題になるの
は、検査希望者が、被検者の個人情報を秘匿した状態
で、所要の検査項目（例えば、ＨＩＶ確認テスト、コチ
ニン（ニコチンの代謝産物）、コカインなどの薬物検
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査、更には、遺伝子検査、その他のＢ型肝炎、Ｃ型肝
炎、前立腺ガン、梅毒、ヘリコバクターピロリなどの検
査）に対応する検査機関へ検査を安易に依頼するための
橋渡しシステムが必要であり、このシステムがないと、
実際に、上述の有益な検査を普及することができない。
【０００６】本発明は、上記事情に基づいてなされたも
ので、被検者の個人情報を秘匿した状態で、所要の検査
を実現できるような、サービス提供を行う免疫グロブリ
ン検査情報管理システムを提供することで、検査希望者
の便宜を図るものである。
【０００７】
【課題を解決するための手段】このため、本発明の免疫
グロブリン検査情報管理システムでは、ディーラ側が、
唾液採取キッドおよび検査申込書を１組とした免疫グロ
ブリン検査セットを、検査希望者側に供給する際に、予
め、各検査申込書毎に個別に設定したコード番号を、申
込書自体と、これに添付のラベルに設けており、検査希
望者側では、被検者が採取した検体を唾液採取容器に収
容した状態で、該唾液採取容器に前記ラベルを貼着する
と共に、被検者の個人情報を記載した前記検査申込書
を、前記唾液採取容器と共に、ディーラ側に受け渡し
し、前記ディーラは、前記申込書の内容を、最初の受付
情報として、前記申込書に設定されたコード番号と共に
ファイルサーバに記録し、また、前記ラベルの貼られた
前記唾液採取容器を、その検査内容を検査できる検査機
関に配送し、また、前記検査機関から戻されたコード番
号付きの検査報告から、検査結果情報を、前記ファイル
サーバに記録された当該被検者の情報に追記して、検査
結果報告の形態で、検査希望者に提供することを特徴と
する。
【０００８】その具体的構成として、本発明では、検査
希望者側の要求で、唾液採取キッドおよび検査申込書を
１組とした免疫グロブリン検査セットを、検査希望者側
に供給する検査セット供給手段と、この際に、予め、各
検査申込書毎に個別に設定したコード番号を、申込書自
体およびこれに添付のラベルに設ける検査セット個別化
手段と、検査希望者側では、被検者側で採取した検体を
唾液採取容器に収容した状態で、該唾液採取容器に前記
ラベルを貼着すると共に、被検者の個人情報を記載した
前記検査申込書を、前記唾液採取容器と共に、ディーラ
側に戻し、この際、ディーラ側で、前記申込書の内容
を、最初の受付情報として、前記申込書に設定されたコ
ード番号と共にファイルサーバに記録する第１情報記録
手段と、前記唾液採取容器を、その検査内容を検査でき
る検査機関に配送する検査依頼手段と、前記検査機関か
ら戻されたコード番号付きの検査報告から、検査結果情
報を、前記ファイルサーバに記録された当該被検者の情
報に追記する第２情報記録手段と、前記検査結果情報
を、検査結果報告の形態で、検査希望者に提供する検査
報告手段とを具備する。
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【０００９】この場合、本発明の実施の形態として、前
記検査機関へのラベル付き唾液採取容器の配送に際して
は、該唾液採取容器を、前記申込書に記載された被検者
の個人情報を除いた、検査に必要な情報および前記コー
ド番号を付けた検査票と共に配送すること、前記検査結
果情報の内容を検討して、所要判定を前記検査結果報告
に付帯するための判定手段を、前記検査報告手段に付設
していること（更には、前記判定手段は、前記検査結果
情報を、検査項目別の判定基準に照らして、判定し、前
記検査報告に付帯すること）、更には、前記検査結果情
報は、当該検査項目の検査結果について、少なくとも数
値で表示した内容を、好ましくは、数表もしくはグラフ
表示の形で含んでいることが、それぞれ、有効である。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態を、図
１を参照しながら具体的に説明する。ここでの免疫グロ
ブリン検査情報管理システムは、ディーラＤが、検査希
望者Ｕ側の要求で、唾液採取キッドＫおよび検査申込書
Ｐを１組とした免疫グロブリン検査セットＳを、検査希
望者Ｕ側に供給する検査セット供給手段１１と、この際
に、予め、各検査申込書Ｐ毎に個別に設定したコード番
号Ｃ（例えば、通し番号としてのバーコード：Ｃ１、Ｃ
２、・・・）を、申込書Ｐ自体およびこれに添付のラベ
ルＬに設ける検査セット個別化手段１２と、検査希望者
Ｕ側では、被検者Ｔ側で採取した検体を唾液採取容器Ｂ
に収容した状態で、唾液採取容器ＢにラベルＬを添着す
ると共に、被検者Ｔの個人情報を記載した検査申込書Ｐ
を、唾液採取容器Ｂと共に、ディーラＤ側に戻し、この
際、ディーラＤ側で、申込書Ｐの内容を、最初の受付情
報として、申込書Ｐに設定されたコード番号Ｃと共にフ
ァイルサーバ１３に記録する第１情報記録手段１４と、
唾液採取容器Ｂを、要すれば、申込書Ｐに記載された被
検者Ｔの個人情報を除いた、検査に必要な情報および前
記コード番号Ｃを付けた検査票ＴＰと共に、その検査内
容を検査できる検査機関１５に配送する検査依頼手段１
６と、検査機関１５から戻された検査報告から、検査結
果情報を、ファイルサーバ１３に記録された当該被検者
Ｔの情報に追記する第２情報記録手段１７と、前記検査
結果情報を、検査結果報告の形態で、検査希望者Ｕに提
供する検査報告手段１８とを具備する。
【００１１】なお、検査申込書Ｐには、所要検査項目Ｉ
（例えば、ＨＩＶ確認テスト、コチニン（ニコチンの代
謝産物）、コカインなどの薬物検査、更には、遺伝子検
査、その他のＢ型肝炎、Ｃ型肝炎、前立腺ガン、梅毒、
ヘリコバクターピロリなどの検査）から選択された、１
もしくは複数の検査項目Ｉ－ａにおいて、被検者Ｔの個
人情報（被検者名、住所、性別、年齢などの個人情報）
が記録される。
【００１２】また、ここでは、申込書Ｐに、各枚葉毎の
コード番号（通し番号などの、数値コードあるいはバー
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コードなど）Ｃ－ａ、Ｃ－ｂ、・・・が記録されており
（好ましくは、このコードは、第１情報記録手段１４に
装備した読取機１４ａによって自動読み取りできること
が望ましい）、併せて、同じコード番号を備えた、剥離
可能なラベルＬを申込書Ｐに付帯していて、これを剥離
して、検体の収容のための、上述の唾液採取容器Ｂに貼
り付けることができる（ラベルＬは、裏面に再接着性粘
着剤を備えていると良い）。また、検査票ＴＰは、好ま
しくは、申込書Ｐとの分離可能な複写形（重ね書き可
能）となっており、複写できる範囲は、個人情報を除い
た領域に限定されている。また、この検査票ＴＰにも、
バーコードなどの、申込書と同じコード番号が付けられ
る。
【００１３】この実施の形態では、この申込書Ｐ（上述
のように、検査票ＴＰを重ねて綴っている場合もあ
る）、唾液採取容器Ｂ（所要の検体が収納されてい
る）、唾液採取キッドＫの一部としての吸収剤パッドＡ
（密封袋入り）、使用説明書ＵＳ、前記容器Ｂを申込書
Ｐと共に装填するための、封止可能なビニール袋Ｖなど
が、前述の免疫グロブリン検査セットＳとして、１つの
ユニット・パッケージ（図示せず）に纏められ、検査希
望者Ｕに契約に基づいて、あるいは、個別に有料で提供
される。なお、容器Ｂは、図２に示すように、液密性の
キャップ（ポリエチレン製）付き円筒状容器（ポリプロ
ピレン製）であり、内部には保存液（０．８ｍｌ）が充
填されている。
【００１４】この保存液は、0.001% パテントブルー・
Ｎａ：８μｇ、0.02% ポリエチレングリコール：０．１
６ｍｇ、50mM リン酸２カリウム：３．４８ｍｇ、50mM 
リン酸１カリウム：１．９０ｍｇを含有する溶液であ
る。また、吸収剤パッドＡは、その綿布部分（コットン
ファイバ）Ａ１に下記内容の混合溶液１ｍｌを吸収させ
た後、流風型オーブンで乾燥させ、更に、中間に折り曲
げ切断部を有する柄（ナイロン製）Ａ２に前記綿布部分
Ａ１を装着したものである。
【００１５】前記使用説明書ＵＳには、唾液採取方法が
記載されていて、被検査希望者が自身で唾液採取できる
ように、説明がなされている。図３には、この使用説明
書ＵＳでの、ステップが１）～10）の順番で、図解がな
されている。また、これに対応して、使用説明書ＵＳに
は、以下の説明がなされている。
【００１６】１）唾液採取具（吸収剤パッドＡ）をパッ
ケージから取り出して下さい。
【００１７】２）パッド部分（綿布部分Ａ１）を頬と歯
茎の間に挟み、数回擦って下さい。
【００１８】３）その後、そのまま２～５分間、くわえ
ていて下さい。
【００１９】４）保存容器（容器Ｂ）を立て、キャップ
を外して下さい。
【００２０】５）口から取り出したパッド部分を保存容
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器に入れ、保存液に浸かるようにして下さい。
【００２１】６）柄の部分を保存容器の縁に合わせて折
って下さい。
【００２２】７）キャップを確実に閉めて下さい。
【００２３】なお、この事例では、唾液中のコチニン検
査のみを対象としており、従って、その後の使用説明
も、以下のようになる。
【００２４】８）唾液中コチニン検査の申込書に、氏名
（仮名ふり）、住所、年齢などの必要事項を記載し、ま
た、添付のラベルを剥がして、保存容器に貼り付けて下
さい。
【００２５】９）申込書の裏面（写し）を剥がして、ビ
ニール袋に貼り付けて下さい。
【００２６】10）保存容器をビニール袋に入れ、チャッ
クを確実に閉めて下さい。
【００２７】以上の要領で、検体採取を行った検査希望
者が、ディーラＤ（受託）側に直接あるいは郵送など
で、申込書Ｐおよび検体入りの容器Ｂを引き渡すことに
なる。そして、その後、ディーラＤ側では、データ入力
を行い、また、検査機関１５を経由して、検体の検査結
果を取得し、これを追加的にデータ入力すると共に、検
査報告を文書あるいは通信手段で検査希望者に配送する
のである。
【００２８】更に、本発明の具体的構成を、保険業者
（生命保険など）を検査希望者Ｕとして唾液検査（免疫
グロブリン検査）を実施するシステムについて、図１を
参照して説明する。ここでは、保険業者（Ｕ）は、保険
加入を希望する被保険者（被検者Ｔ）の喫煙状態（保険
料率の査定に影響する）を上述の唾液検査で確認する必
要がある。そこで、保険業者は、ディーラＤと予め契約
し、唾液検査の資料を有償で供給される。この際、申込
書Ｐは、各葉毎に、通しのコード番号が付けられるが、
容器Ｂを含む検査キッドＫは、ラベルＬが貼着されるま
では、特定されていない。
【００２９】そして、保険業者は、その出先機関である
代理店、支店などの要員を被保険者に対面させ、上述の
要領で、検体としての唾液を採取し、これを唾液採取容
器Ｂに入れ、ラベルＬを申込書Ｐから剥がし、唾液採取
容器Ｂに貼着する。そして、この容器Ｂを、必要事項を
書き込んだ申込書Ｐと共に、ディーラＤ側に受け渡しの
ために配送する。
【００３０】ディーラＤ側では、申込書Ｐに記載され
た、個人情報を含む所要の情報を、コンピュータ１０１
のキーボード１０２などを第１情報入力手段１４とし
て、ファイルサーバ１３にコード番号Ｃで整理された情
報として書き込む。また、唾液採取容器Ｂおよび申込書
Ｐから分離した検査票ＴＰ（申込書Ｐに記載された被検
者Ｔの個人情報を除いた、検査に必要な情報およびコー
ド番号付き）を、検査依頼手段１６を経由して、検査機
関１５に配送する。なお、検査依頼手段１６は、単に検
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体の搬送に携わるだけでなく、配送手配の結果を、前述
のキーボード１０２の操作によって、ファイルサーバ１
３の当該コード番号Ｃの情報に付帯する。
【００３１】検査機関１５では、コチニン検査に反応試
薬（ＳＴＣ社製の Cotinine SalivaMicro-plate EIA Ki
t ）を用いて、喫煙状態を検査する。因みに、例えば、
上述の検体から、ＨＩＶ－１検査には、反応試薬（ Org
anon Teknika 社製の Vironostika HIV Uni-Form II Or
al Fluid ）が用いられ、Ｂ型肝炎の検査には、反応試
薬（ Genetic Systems HbsAg2.0EIA ）が、また、Ｃ型
肝炎の検査には、反応試薬（ Abbott社製の HCV EIA2.0
 ）が用いられる。
【００３２】検査機関１５からの検査結果情報（この検
査結果情報は、当該検査項目の検査結果について、少な
くとも数値で表示した内容を、好ましくは、数表もしく
はグラフ表示の形で含んでいる）が、前記検査票ＴＰへ
の書き込みや数値データ（図４～図６に示す）としてデ
ィーラＤ側に送られると、第２情報手段１７で受け付け
て、前述のキーボード１０２を経由するなどの入力手段
で、各検体毎に当該コード番号でファイルサーバ１３に
アクセスし、情報の追加書き込みが行われる。そして、
ディーラＤ側にある判定手段１９では、ファイルサーバ
１３から該当のコード番号について、その検査結果情報
の内容を検討して、検査項目別の判定の基準値に比較
し、検査結果の判定がなされる。その結果は、検査報告
手段１８を介して、例えば、検査報告書の形で、保険業
者に提供される。この際、ディーラから請求書を同時送
付する（予め、検査キッドの販売の形で、請求がなされ
ている場合もある）。
【００３３】なお、上述の実施の形態では、検査機関１
５からの検査結果報告をディーラＤ側のコンピュータ入
力でファイルサーバ１３に入力したが、検査機関１５側
のコンピュータから、当該検体のコード番号によって、
直接、ファイルサーバ１３にアップロードしてもよい。
また、検査報告手段１８から保険業者（検査希望者）へ
の検査報告も、ディーラＤ側のコンピュータから保険業
者のコンピュータ付帯のファイルサーバへダウンロード
する形で、達成しても良い。また、この実施の形態で
は、検査機関を外部に委託した形で説明しているが、検
査機関をディーラの研究機関に備えていて、独自に検査
できるようにしても良い。
【００３４】また、この実施の形態では、喫煙に関する
検査、即ち、コチニン（ニコチンの代謝産物）の検査を
主体に免疫グロブリン検査を説明したが、上述のＨＩＶ
確認テスト、コカインなどの薬物検査、更には、遺伝子
検査、その他のＢ型肝炎、Ｃ型肝炎、前立腺ガン、梅
毒、ヘリコバクターピロリなどの検査などに適応するこ
とも可能であり、この場合は、医療機関からの依頼もあ
り、個人情報の秘匿が重要である。このため、検査申込
書の管理、ファイルサーバ１３へのアクセスを制限する*
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*アクセスコード設定などの情報管理が必要であることは
勿論である。
【００３５】
【発明の効果】本発明は、以上詳述したようになり、デ
ィーラ側が、唾液採取キッドおよび検査申込書を１組と
した免疫グロブリン検査セットを、検査希望者側に供給
する際に、予め、各検査申込書毎に個別に設定したコー
ド番号を、申込書自体と、これに添付のラベルに設けて
おり、検査希望者側では、採取した被検者の検体を唾液
採取容器に収容した状態で、該唾液採取容器に前記ラベ
ルを貼着してあって、被検者の個人情報を記載した前記
検査申込書を、前記唾液採取容器と共に、ディーラ側に
受け渡しし、前記ディーラは、前記申込書の内容を、最
初の受付情報として、前記申込書に設定されたコード番
号と共にファイルサーバに記録し、また、前記ラベルの
貼られた前記唾液採取容器を、その検査内容を検査でき
る検査機関に配送し、また、前記検査機関から戻された
コード番号付き検査報告から、検査結果情報を、前記フ
ァイルサーバに記録された当該被検者の情報に追記し
て、検査結果報告の形態で、検査希望者に提供する。
【００３６】従って、被検者の個人情報を秘匿した状態
で、所要の検査（免疫グロブリン検査）を実現できるよ
うな、サービスを提供でき、また、このように検査ルー
トを確立することで、安易に検査希望が達成できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態を示すシステム構成図であ
る。
【図２】本発明の検査キッドを示す概略図である。
【図３】唾液採取手順を図解する図である。
【図４】本発明の検査結果を示す喫煙の有無判定資料の
グラフである。
【図５】同じく、間接喫煙の場合の判定資料のグラフで
ある。
【図６】同じく、検査材料の室温保存の安定性を示す図
である。
【符号の説明】
１１    検査セット供給手段
１２    検査セット個別化手段
１３    ファイルサーバ
１４    第１情報記録手段
１５    検査機関
１６    検査依頼手段
１７    第２情報記録手段
１８    検査報告手段
１９    判定手段
１０１    コンピュータ
１０２    キーボード
Ｋ    検査キッド
Ｐ    申込書
ＴＰ    検査票
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Ｔ    被検者
Ｕ    ユーザ
Ｄ    ディーラ *
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*Ｌ    ラベル
Ｃ    コード番号

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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